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【年通号数】公開・登録公報2004-014
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【国際特許分類】
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【誤訳訂正書】
【提出日】平成24年10月3日(2012.10.3)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００４】
　１つの態様において、本発明はシフト回路、演算回路、及び前記シフト回路と第１入力
データワードＲｍと前記第１入力とは異なる第２入力データワードＲｎとの演算を実行す
る前記演算回路とを制御する命令に応答する命令デコーダを含み、前記演算は、前記デー
タワードＲｍの非隣接の複数の多数ビット部分を選択して、各々ビット長Ａをもった複数
の多数ビット部分を形成し、前記選択した複数の多数ビット部分を全てシフトビット位置
まで共通のシフト量だけシフトするかまたはシフトしないか選択し、前記複数の多数ビッ
ト部分の各々を前記ビット長Ａからビット長Ｂに増進（ｐｒｏｍｏｔｅ）して複数の増進
された多数ビット部分を形成し、該増進された多数ビット部分が互いに接合して増進され
たデータワードＰを形成するようにし、さらに前記増進されたデータワードＰとデータワ
ードＲｎとからのビット長Ｂのそれぞれのビット位置部分を入力オペランドとして用いて
複数の独立の演算操作を実行して、結果としてデータワードＲｄを形成する、ことにより
与えられた値を発生する。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１１】
　他の観点から見ると、本発明はデータ処理の１つの方法を提供し、その方法は、前記デ
ータワードＲｍの複数の非隣接多数ビット部分を選択し、前記選択した複数の多数ビット
部分を全てシフトビット位置まで共通のシフト量だけシフトするかまたはシフトしないか
選択し複数のビット長Ａの多数ビット部分を形成すること；前記複数の多数ビット部分の
各々を前記Ａのビット長からＢのビット長まで増進して、前記多数ビット部分が互いに接
合して増進されたデータワードＰを形成するようにすること；及び前記増進されたデータ
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ワードＰとデータワードＲｎとからのビット長Ｂのそれぞれのビット位置部分（ｂｉｔ　
ｐｏｓｉｔｉｏｎ　ｐｏｒｔｉｏｎｓ）を入力オペランドとして使用して複数の独立の演
算操作を行ってその結果としてデータワードＲｄを形成すること；により所与の結果を生
成する命令をデコードし、実行する工程を含む。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】請求項１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
　　【請求項１】　シフト回路；
　演算回路；及び
　前記シフト回路と、第１入力データワードＲｍと前記第１入力とは異なる第２入力デー
タワードＲｎとの演算を実行する前記演算回路と、を制御する命令に応答する命令デコー
ダ；
　を含むデータ処理装置にして、前記演算が、
　前記第１入力データワードＲｍの複数の非隣接多数ビット部分を選択して、それぞれビ
ット長Ａの複数の多数ビット部分を形成すること；
　前記選択した複数の非隣接多数ビット部分を全てシフトビット位置まで共通シフト量だ
けシフトするか、またはシフトしないかを選択すること；
　前記複数の非隣接多数ビット部分の各々を、ゼロ拡張あるいは符号拡張を使用して前記
ビット長Ａからビット長Ｂまで長さを拡張して、複数の拡張された多数ビット部分を形成
し、該拡張された多数ビット部分が互いに接合されて拡張されたデータワードＰを形成す
るようにすること；及び
　前記拡張されたデータワードＰと前記第２入力データワードＲｎとからそれぞれビット
長さＢのビット位置部分を入力オペランドとして用いて複数の独立した演算操作を実行し
て、その結果によるデータワードＲｄを形成すること；
　の工程によって１つの値を生成するようにした、前記データ処理装置。
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】請求項１４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
　　【請求項１４】　第１入力データワードＲｍと前記第１入力データワードとは異なる
第２入力データワードＲｎから１つの値を発生する命令をデコードし、実行する工程を含
むデータ処理の方法において、前記１つの値が、
　前記第１入力データワードＲｍの複数の非隣接の多数ビット部分を選択して複数のビッ
ト長Ａの多数ビット部分を形成すること；
　　前記選択した複数の非隣接多数ビット部分を全てシフトビット位置まで共通シフト量
だけシフトするか、またはシフトしないかを選択すること；
　前記複数の多数ビット部分の各々を前記ビット長Ａからビット長Ｂまで長さを拡張して
複数の拡張された多数ビット部分を形成し、前記拡張された多数ビット部分が互いに接合
して拡張されたデータワードＰを形成するようにすること；及び
　前記拡張されたデータワードＰと前記第２入力データワードＲｎとからの、それぞれビ
ット長Ｂのビット位置部分を入力オペランドとして使用して複数の独立の演算操作を実行
し、その結果としてデータワードＲｄを形成すること；
　の工程によって得られる、前記データ処理の方法。
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